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【主な研究成果】
圧力がCALの析出に与える影響を調査することが目的である。Mg98.6Zn0.4Y1.0過飽和固溶体を2.5GPaで350℃、400℃、450℃の各温度でそれぞれ時効を行った．Fig. 1(a)と(b)に400℃と450℃で1h時効した試料のSEM像を示す。両材ともにα-Mgの（0001）に平行な線状の析出物が確認された．析出物は常圧で作製されたものよりも厚い，723 Kで時効したものは673Kで作製した試料に比べ長さがやや短い．一方、3h時効処理を行うと、ZnとYは粒界に偏析してしまう (Fig. 1(c))．
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Fig. 1 SEM images of Mg98.6Zn0.4Y1.0 annealed at 2.5 GPa at various conditions. (a) 673 K for 1 hour, (b) 723 K for 1 hour, (c) 673 K for 3 hours.

Fig.1(b)の試料からFIBで切り出した試験片のTEMで観察したところ、SEMで見られる線状の析出物の内部にさらに小さな縞模様が（0001）に平行に確認できる．Mg-Zn-Y系での(0001)面上にZnとYが析出することは鈴木効果を用いて説明されている．一方，常圧同様、クラスターを取っているかどうかは本年度の研究では明らかにならなかった．
【今後の展望】
TEMで確認された線状の析出物がCALであるかをより高解像度のTEMを用いて研究を行う必要がある。また，さらに圧力を上げて5 GPaで同様での時効処理を実施し，（0001）に平行な線状の析出物が現れるかどうか観察を行う．
【具体的な成果】
特になし。
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